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心 の 糧

副 管 長 ヒ ューB.ブ ラ ウ ン

弟姉妹,私 が みな さんに申 しあげたい ことは,あ らゆ る困難 と半信半疑,喧兄

騒 と無秩序 の世界 の真 只中 にあ って,世 の大 多数 の人 々が気づか ない間 に,

一 つの王 国
,天 父な る神 が管理 した もう王国が築 き上 げ られてお り,イ エス･キ リ

ス トが その国の王 であ るとい うことで ある。前 に も申 し上 げたよ うに,は っき りと

は気づかれない うちに.もこの王国は大 きな力 と勢 いで前進 してい る。 その力 はやが

て途上 の敵 を打 ち砕 くであろ う。 それ もあなたがたの幾人 かが生 きてい る間に。

あなたがたはキ リス トとその使徒 の側 に立 つ人 々であ りたい と思 うであろ うか。

またジ ョセ ブ･ス ミス とブ リガム･ヤ ング,デ ビ ド0.マ ッケイ大管長 を含 む他

の指導者 の側 につきたい と思 うであろ うか。

今 や,そ の意味 で決意 を固 め る時であ り,神 の御意 を行 ない,自 らを制御 し,人

を恐 ろ しい道へ とおと し入れ る情欲,肉 欲,そ の他 の ものを抑 え ることので きる立

場 に,自 らを置 く備 えをすべ き時 であ る。
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数多 くの末日聖徒が,過 去お

よそ130年 間,彼 らに先立った

人々のために,神 殿の儀式を執

行するという,聖 なる使命を果

たしてきた。彼 らを助けるべ く

教会は,世 界のいたる所か ら系

図上貴重な記録を収集 し,こ れ

らをたくわえてきたのである。

また,さ らに記録を集めるため

の,お そらくは最も広範囲にわ

翻 雲織 論逗最鍍.｢
写真を集めたものである。
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とであ る。｣(ロ マ9=6)

主 が｢あ なたは顔 に汗 してパ ンを食べ ……｣(創 世3:19)

と宣 べ られて以来,人 間の心の中にあ る霊性 に気づかせ るこ

とが,主 の 目的であった。何 世紀 に もわ たって,人 は霊的 に

す ごす こと,肉 欲 にふけ ることのいずれ を もその生活 の目的

と して選択 する 自由があ った。 人は常 にその考 えと行動 をそ

のいずれか一方 に集 中させ るもので ある。今 日 この世界が最

も必要 としてい るものは,霊 的に 目覚 める ことである。 それ

は,霊 的 な ものが人の心の最上の思い にな るべ きで ある とい

う意味 であ る。

エデ ンの園 を去 れ とい う神の命令を受 けて以来,霊 的 に目

覚 める ことを通 してのみ,人 間は,そ のゆ っ くりと した,絶

えまない,進 歩 をな し遂 げて きた。人間が野 の獣 にまさって

い る唯一 つの ことは,霊 的 な賜を もってい ることで ある。霊

的な徳 のないす ぐれた知性 は人間 をます ます獣 のよ うにす る

傾 向がある。 丸

人 間が現世 にあ るのは,た だ人間の本能 と情欲を満足 させ

る事柄 に心 と思 い と努 力を集 中す るか,あ るい は霊的 な資質

の習得 を人生 の目的 とす るかの試 しを受け るためで ある。

神 が もし救 い主 をお与 えにな らなか った と した ら,人 間 は

どのよ うな状 態にな っていたかを,ま た前世 の記憶 を もって

この世 に存在 していた らどうかを,ち ょっと想像 してい ただ

きたい。 もし主 が御計画 を啓示な さ らなか った とした ら,何

が起 こるか全 くわか らないであろ う。生 命の維持 と子孫 の永

続 こそが人 間の唯 一の 目的で あ り,実 際 これ を他 に生 き る目

的 は存在 しなか ったであろ う。人間が渇 いた時,水 はその渇 き

をいや し,飢 えた時,野 の果実はその飢 えをみ たす。昼 の太

陽は人 を暖 め,枯 葉 とわ らは,夜 の寝床を しつ らえ,毛 皮 は

人 を温か くして くれ る。他人 が略奪に来て,お い しい鹿 肉や1

果 実 を とろ うとす る時,争 いが起 こる。 食欲 と情欲 をみ たす

ことが人 の唯一 の目的 とな ったことで あろ う。か くて,モ ル

モ ン経 にはっき りと述 べ られてい るよ うに,人 は｢生 れ なが

ら肉の欲 とみ だ らな欲 とに満 ち,ま た悪心のあ る者 ………｣

(ア ルマ42:10)と な った。

主 は この ことを予測 され て,人 間に御 自身 をあ らわ され,

福 音 の計画 をお与 えにな られた。人 に地 と地 に ある ものを支

配 させ,そ れ らの ものに心 を奪 われないよ うにす るため に,

主 は｢羊 の ういご｣(申 命12;6)を た ず さえて きて,神 へ

のいけにえと して捧 げるよ うに提案 され,命 じ られ たので あ

る。 あなたが たは この ことについて考え られた ことが あるだ

ろ うか。通例 自分 に最 もよい ものは,よ り高 い力,す なわ ち

霊性 を高 める第一段階 に捧 げ られねばな らない。 この よ うに

人 は自身 を否定 し,そ の物質的 な欲望 を征服 し,己 れよ りも

高 きに敬慶 の念 を持 てば持 つほ ど,創 造者に近づ き霊的 に目

覚 ある者 となる。

何年か前 まで,我 々は,人 間が歴 史始 ま って以来 偉大 な進

歩 を続 けてきた と考 えがちであった。 しか し,今 日の世の状

態を眺 める と,そ の進歩 はあ るべ き姿の千分の一に もみ たな
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い ことを認 めず にはい られ ない。 利己主義,羨 望,憎 悪,征

服汰 量殺人などが,い わゆる文明社会の中曝 れ回。てい 今

る。そして愛 と平安 と喜びが,人 々の心,家 庭,生 活から消

えかかっている。人間はあ らゆる文明を誇ってはいるが,霊

的な目覚めと理想 とがこれほど必要 とされる時はいまだかつ

てなかったのである。

文明はあまりにも複雑に発展 して,人 が将来を心に描いた

り,制 御することができな くなってきている。 もし人がいや

しい資質ではなく,高 貴な資質を発展させる必要に,す ぐに

も気づかなければ,文 明の現状 は危機にさらされる。

人は霊的になり1,決勝点にキ リス トがおりたもう霊の道を

進まねばならない。個人個人が自分よりもより高いものを求

あて生活 し,救 い主の次の言葉を聞 くべきである。｢わ た し

は道であり,真 理であり,命 である。｣(ヨハネ14:6)そ の

声に従って間もな く,人 は幸福すなわち永遠の生命を得るた

めに努力す るほど偉大なことはないとわかるのである。人生

は大きな犠牲や義務か らな りたっているのではなく,常 に与

えられるほほえみと親切 と小さな責任が,人 々の心をとらえ

守って,慰 あを与えるとい うような小さな事柄か らなってい

る。

教会はすべての人々に知的,霊 的により高い生活を求める

よう,ま た豊かな生活を求あて努力 し勤勉になるように訴え

て犠

あ､ゆ､人 々の心は,'いか､,生 き､か､い う考えに､

支配 されている。彼 らは自分たちの衣食住をまかなうに最 も

ふさわしい,ま た家族をや しな う助けとなる人生の道を選ぼ

うと努力している。

しか しなが ら,た だ生 きることが人生の目的ではない。た

だ生きることは,人 生の長い旅路を歩む機械を運転 し続ける

ことにすぎない。ただ生 きることは必要であるが,創 造的な

生活 こそが義務であり,永 遠の祝福である。

ただ存在す るために生 きている人々がある。 これ らの人々

にとって,人 生は苦役であ り,単 な.る存在である。単なる存

在は生きることではない。ただ楽 しみを得るために生きてい

る人々もある。人生にそのよ うな目的を もっている若者が現

在あまりにも多い。 これらの若者を待っている報いはむなし

さと幻滅である。富を得 ることが唯一の目的である人々もあ

り,彼 らの報酬の大半は利己主義と人生の美に対する視野の

狭さである。彼 らの希望がさもしさと落胆の灰と化 してしま

うことも少なくない。

人生の真の目的は,神 の霊感による導 きの もとに,個 人の

努力によって人間性を完成することである。我々をとりまく

最 もよい ものに感応す る人生 こそが真の人生なのである。

人は豊かな人生への霊的な道をしっか りと歩んでこそ,人

生が･神 縫 う臆 をす る醐･(ア･レ･12･24)で あ る･ .｢

とが す ば らしい ことを,す こしで も悟 るよ うにな るのである。

その時期が終 って,人 が携 えて行 くものは主 と兄弟 と仲間

のためにな したす べての ことに関す る記録だ けで ある。



ム帥

。享ユ啄･4Ygq=～孟

4vよ･4乙綬･く･一6}レ壬颯¥*遭(り臼く4甫興必影ユつ

妾`干劃壬yv･二βζ昇論q'ぐ丁⑦(ヨ畔[1レ4`くエー

〔.f4r工丁葦(P箪盈等幽羊覇4rTζ∠レ⑦マ4兵4rT`;:1二

劃ムy･∠ζ1丘婁4r〔⑦等圏困壷年6乙よ學`一ロ･く6

･くをぐ⑦煮:¥:く〔:くΨ`午劃d一[1'{王∠マーてぐ曽堕昂

瀞欝理∬國國嵜号`二F劃･葦乙ロ･一年髪ζq∠･べ4普導等

幽鼻夷困壷46〆孟`ヂ4訊･くムーロ･ま4r/1歯(P輩醗等

幽駈潔国ま一4ピン`4くζ乙･く宰･只46a一丘乙･4r-

4･くロy身夷国ま⑦∠6q∠一必逸零呈`》z4r芋乙Qマ

丘ふ/⑦z/くζ乙`蘭乙レ44くヨ=･く∠レζQマζy･くζ3丁

⑦説くζ畦乙〔:∠`帽丘〈乙マq二F号⑦苗困壁⑦<d<ロ`乙

口y･壬乙3ロd<兵4//∠1･一ン訟一后てぐ(り普輩函主堕昂

習響麗キぐ口9(4乙4∠法G4つ皐Q慕⊇1峯賜母昆氷2具鯉

単勘琴暑逸9Ψ⑦取`μ丁冒国刃0ウ(李ぞ〉轟4立羅等(∂つ

。享弘3耳｢ユ》阻呈母欝霞(∂身囎集国亜(り興胃虫;0081
｣｢醤

理等罐⑦国密号｣｢醤口呈亜裂訊くζzレよ｣｢ユe蓼誰コ≠母母毎

⊇1一巨詳くv=～よβζ∠F一て｣｢要羅欝口呈羽蜘譲雪～≧アつげ

理｣｢醤理⑦窟曽里マ麹虫湿くζq孤広Z(汐興胃虫}ム0ム1｣｢糎

愛⑦認瑳一年一〕=4身勲畔⊇囑輩号｣｢壷髪=～国肇⑦Y∠ぐ

婁丘婁⑦ま睦¥車｣｢醤理(∂Yキ箆τ身健臼(敦詣i⊇14rTζ∠

』｢丑盟`辛礫`罫酵⑦妾`Y4丘〆よ壷日｣｢欝口呈亜裂く

譜一ご4∠｣｢曝獣易習響且呈ρ妊聾是身勲畔⊇1甫娯長影｣
。
.昏皐q留=～管勲評4qユつ

鶴面;母魅4=～つ留～季踊誕｢46測⑦⊇臨嬰`弘等¥`ユG罪⊇1

4qレ4藪抑～撚餌し>q⊇1)蛾04∩皐q}G母曇魯.二F劃週Y

oOI[薄⑦望9(∂…ン`∩母整蝉Y(PYO8z購`罫ゆ羅響(P2
。享皐qユ(ン1輩罫駐雪く斗一y=～

｢。享ユ⑦4辞Y⊇荏母憾譲溜壷卿罫漁4挫`ユ∩ラ。4∩皐

皐銚¢皐2享〉鼻母曇塔(Pq癬9蝉〃Y`勲Y(∂つ04∩皐

宴≦～駐嬰§¢Y藪qユq興⊇淵･愚⑦宰臼`享瞭(P妾。4つ皐q

}6遅1=～2≠Y耳皐西喚曇マつ⑦逓署陵Y`勲麹46身》宰日

§¢迎。4∩畢勲し省聖採葺(り2嬰lq耳η〔爵ン壕罫唾4挫`氷

胃η妾。4∩皐氷ユ(ン曽`ユG呈=～4(ンく4導η9含嬉響窪(李

回罫彫`翻4∩冨ぞ嬰⊇淳日曇Y(∂Y一ユ(家噺`⊇醸1…痔㌃｣

。4つ畢Q～愁¢壷卿曾[葛母く伊(り㌧リマ94

6珊92`Qて餌σ首立⊇2`QY⊇陸蝉醤且呈⑦3`写陪圏一

｢。9了∩ユq∩(ラ勲享⊇牌ツ3(ヨ4畢

ユ蝉=～つ9号Q晦⊇lq互`q号つ皐鱈⊇lq互`立ツ掘つに～=2

母望4Y⑦妾`∩く¢∩｣。.巨皐qユG塁ユ勲劉⊇!9ミ劉昇;普

く寸一き/o｢享ユ=～つ享裟…マンYユG身》国彬`睾将;但(り(ン

ー身昔捧穿妾o享皐qユつ2壷π母協募ぞ(ン(韓隠4挫｣

o享皐q}つ藷⊇暇聴母儲耳逸:璽冨`=～9つ3Q甲⑦醤且呈

q∩罫喜ン勝別等解`旦一曾(表寡母厘1･捏逸皐黒皐撃∩く曙n､

。4つ皐馨ユつ厚幽⊇lq互`⊇1喫4留4章習ユ(ン=～コマ

4rレ乙口4レム母糠曇逸:重葛:罫{Y鳥習響窪⑦賭暑`Q皐Σ刀⊇1

黒勲マζ影ロ訴(Pつ`ぞ曾宴脅藤¢筥妾⊇1[劉黒ρ4マG。4

q皐皐ユつ毒婁マ､別丹沓⊇創耳Dコ曇罷購(P妾準蒔暫
o享皐Q～慾¢劉豊習21璽醤窪甲縄レ羊ζズ4(ン助ユ(ン暫聖醜

申(∂母罰説孤ζ1くq乙〔4d6身～聖⊇理車(∂率4一/1q4r乙

`Q=～母箪互饗霞身騨贈翼製等解。4∩皐Q呈ぞ｢9了∩立

身畢鎌¢器i睡⑦冨寡ユ∩圏⊇陞習欝理`94(巽蛍つ1圓一母Y

易習醤口呈∩(争｣`ユq腱融壷卿(P鼻習醤口罫駐雪くq一評
。享ユ営至身話等¥:劉穿普くq-ygqメ㍉

ユり蜀圏⊇1浮圏氷鷺…師961。享皐､うユγ田勲(ン=～｢。.巨ユぞ

つ留享豊習曇欝且呈(∂ラユq妾。.巨ユマ⊇～≧丹專21〔盈¥母醤窪

⑦彰目`⊇吻Y6曇曇《〕'圏⑦中もξ租`勲裂¥(り一動(∂妾｣

o享畢q}6

量罫駐曽くq-y'Nよa必キ⑦Y鯉葦鵬翼普導隈等圏困

ま=～｢.←皐qユG留2q4つ鼠習⊇痔晋曇醤且呈撃厚4濾｣
。
.ρ皐馨駄¢マ4rン乙ロ4髪ム⑦療000哩陶臼蝉申苗

靱`q鴇蕃母儲夏⊇曝;笛｢【坐⑦Yoo9目蚤`～享射母麗犀･困つ哩

刃08`4皐罫陪咽。4∩皐Q耳ぞマつ望⑫9[藤4厘壁易習醤

窪醇¥璽⑦妾21かY⑦〉多`Q～愁4ま鋤(り宰身謝(の1町面盟

亙6`1巨率(り4α孟乙¥説一年⑦ユq(ンりIY團ゆ互星9士S
`=～醤理⑦寸一ぐ訴一4ψ･一丘さ孟乙翼等晋⑦互量9勲⊇1

等幽⊇円黒Q.昏弘輩)無q∩琵21モ田互旦ε宰(0る一レ008`勲

健つ。享皐qユ宴黒醤神蝉マ4r♪乙ロ4レム(が丁冒暴互ゐ9

`製21等幽国肇管qユ惣9膨〉コユつ=～聖章習儲葺逸宰¥

。享皐qユη黒易習つ痔逗ユ6マつ1マζズロ訴マ4rシ乙口

4髭ム溜繭瞬¥(り琴圏圏壷`蝉醤口呈(り睾ぐ一レ互星圓母臨

。4つ皐畢ユa集鼻鼎q碧二別壕Y`ユ罫隼曾享易習曇憾姦

σ丁圏ま珊(∂妾`且呈雪`車麗`蝋`轟暴逸画¥⑦申歯耳
。(字9¥/1'弘⑦9宴9県9く4叢

巡管マ⊇IY壱講¥ユ∩妾`暑端(き鞠レ¥宰腐理`弘累阜9q9

≡～`立フ3。(¢9¥｢1…).(P⊇!G評回{:1畦旧⑦妾`'津≦～逸蝉回

3。妾･く49･つ卿凋,囎螺号逸9ア⑦。ユng2《
。4つ

ユ｢易習醤且聖勲畔⊇坤(汐耳牌毒悪立｣勲ムー壬⑦導¥。4

∩皐つ鋤用§4よて壬ム広ρ忍獲田童(∂困壷`Y鳥習響霞4(ン

皐蛍臼く4廟暑⑦苗租`留肇細蚕¥`差ぐ。(學車`葦羊4`広

4ギ〆`4丘〆よ蚤中`4丘～でよ峯`㌫r孫ローE`國嶺弓
。4つ畢∩題用⊇1翼琴

⑦つ`蝉獲』目童(汐マ4rン乙ロ4レムマー～チーで3く[:ユ/1妾

`湯醤口呈`冒麗畢困`昇藁圏当`獲車覇(り(李Y互1をマ鐸

Q4つ皐つ副王曇羅等響

理囲豪雷耳順4(ね旧89く4目9Ef8ユ里4一/1q4r乙`罫1

翻爵⑦つ4∩醤髪つ1種璽;逸騨苗黒`ユ6皐噺9畔罵是困(り

警割暴一く餌浜α=⊇を目II嵜ヤ68工`ユつ翻⊇塗(写i⊇呈回9ム)麸髪三1ヲ09
。享ユ∠ぐ∠#⑦昇≦

憲鵡翻愚臨饗繍二膿翌搬当
一ムーy'(1×ζ属汐

饗考醤窪

国当雷;吼
触



P捻､∴ ㌔･

黛織 難 嚢難

囎弛､∵

讐羅
1爵甑謹

慧 よ盤豊

譲"

建

協

脚臨苗苗田

煎1穣
畿鎌麟

蒙

騙
碇"

償･ 。ぜ　 お さ ひ
モbi肥 曽覧

講 嫌 訟K

繋

鱗 誉

騨 獺騨1穐

ピ ま需

㌔1ゐ

撫 幽滋藤
虫照 臼田 臼5

醜 自ヨ糎b

､雛
淺

騒

､こ 靭 慧

難鍮

範駕鵜

系図協会図書館の家族の記録 ファイル

野 ド ㌦ 一･･鼎
需

嘱
胞 議 評㌔

蘇 灘輪

灘 麗
､臨 駒

･総

～

雛

＼＼

､

､

ら

櫓･急

細

靴
襯
醗

歪 彦､

醐 溶 葭

〆｢
･

な ぜ.

セ オ ドアM.バ ー トン

,十 二使徒会補助

系図協会副会長兼総支配人

日聖徒イエ ス･キ リス ト教会 の会員 は,系 図に関 して

末 非常噂 い関心を抱いてい､
.そ の関心を抱 く理由は

系図そのものにではなく,イ エス･キ リス トの福音の時代を

越えた普遍性 にある。我々がよく理解 しているように,福 音

とは我々の時代や新約の時代だけにあてはまる限られた狭い

概念ではない。 それはアダムの時代から今 日にいたるまで,

古代の予言者に知 られていた全人類のための福音である。

いつの時代にも福音は完全な形で地上にあったわけではな

い。幾代にもわたり人々は必ずしも福音を完全に理解 しよう

つ
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使徒 やイエ ス･キ リス ト教 会の初 期の会員達は,偏 狭 な考

えを持 ってい なか った。 イエスは,伝 道 の仕 事は当時生 きて

いる人 々だけ でな く,死 者 のために も行 なわなければな らな

いことを教 え られ た。

｢こ の ことを驚 くには及 ばない
。墓 の中にいる者 た ちがみ

な神 の子 の声を聞 き,善 を お こなった人 々は,生 命 を受 け る

ため によみがえ り,悪 をお こなった人 々は,さ ば きを受 け る

ため によみがえって,そ れぞれ 出て くる時が来 るであろ う。｣

(ヨ ハ ネ5:28～29)

こ の ことに関 して,使 徒 ペ テロは初期 の教会 の聖徒達 に手

紙を送 り,詳 し く説 明 してい る。

｢キ リス トも
,あ なたがたを神 に近 づ けよ うと して,自 ら

は義な るかたであ るのに,不 義な る人 々のために,ひ とたび

罪 のゆえに死 なれた。 ただ し肉においては殺 されたが,霊 に

おいては生 か されたのであ る。 こう して,彼 は獄 に捕われて

い る霊 どもの ところに下 って行 き,(霊 界で)宣 べ伝 える こ

とを された。 これ らの霊 とい うのは,む か しノアの箱舟が造

られていた間,神 が寛容 を もって待 ってお られたの に従わ な

かった者 どもの ことであ る。 その箱舟 に乗 り込 み,水(バ プ テ

スマ)を 経 て救 われ たのは,わ ず かに八名だけ で あった。｣

(1ペ テ ロ3こ18～20)

ペ テ ロは,イ エス･キ リス トの福音 がなぜ死んだ者 の霊 に

も教 え られ なければな らないか,そ の理 由を説 明 してい る。

｢死 人 にさえ福音 が宣べ伝 え られたのは ,彼 らは肉 におい

ては人 間 としてさばきを受 け るが,霊 においては神に従 って

生1き るよ うになるためであ る。｣(1ペ テ ロ4:6)

死 者 の救 いのための身代 わ りの儀式 が,実 際 に初期 の聖徒

たちによって行 なわれ ていた ことは,使 徒 パ ウロの言葉 か ら

明 らか である。パ ウロは人 々が死 んだ先祖 のたあに身代 わ り

のバ プテスマを行 なって いることに言及 し,復 活 が真実 な も

のである ことを説 いた。

｢そ うでない とすれば
,死 者 のためにバプテスマを受 け る

人 々は,な ぜそれをす るのだ ろ うか。 も し死者が全 くよみが

え らない とすれば,な ぜ人 々が死者 のためにバ プテスマを受

け るのか 。｣(1コ リン ト15:29)

偉 大 なヘブ ライ人 の予言者 の一人,マ ラキは将来 を予言 し

末 日に生 を受け る人々 の心 に起 こる大 きな変化 につ いて語 っ

た。マ ラキは主 に代 わ って来 たるべ き様子 を語 り,か つ書 き

記 してい る。

｢見 よ
,主 の大いな る恐 るべ き日が来 る前 に,わ た しは予

言 者エ リヤをあなたがた につかわす。 彼 は父 の心を その子供

た ちに向け させ,子 供 た ちの心を その父 に向 けさせ る。 これ

はわた しが来 て,の ろいを もって この国を撃つ ことのない よ
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う に す る た め で あ る 。｣(マ ラ キ4:5～6)

1836年 のエライジ。の来訪により,子 供たちの心はその先 今

祖たちに向けられはじめ,父 と言われる族長の予言が彼 らの

子供たちのために成就 されはじあた。

あらゆる真理 と力を備えた福音が再び人々に与 え られ る

と,宣 教師達は主の民を集めは じめたのである。我々は集め

られ,一 つの種族 となり,我 々の心は先祖の探究に向けられ

た。｢全 世界に出て行って,す べての造 られたものに福音を

宣べ伝えよ。信 じてバプテスマを受ける者は救われる。 しか

し,不 信仰の者は罪に定められる。｣(マ ルコ16=15～16)こ

の戒めに従 うために,我 クは先祖を探究 し,彼 らのために聖

なる儀式を受けるのである。

我々は,あ らゆる病い,因 襲,迷 信か ら解放 され,邪 悪で

無知な指導者や教師の支配をまぬがれて霊界にいる人々が,

この世でよりも霊界において,よ り素直に真理を受け入れ,

理解するであろうと信 じている。義の救いにあずかるために

これ らの真理を選ぶか否かは,彼 らの自由意志によるのであ

る。

このようにして,我 々は記録を捜 し求め,死 者を見出 し,

我々の家族に加えるために系図の原則を用いる。イエス･キ

又畿漏覧灘難簾瓢麓襟蘇今
に代わってバプテスマを受けるのである。

遣わされた者が霊界の霊たちに福音の真理を伝える時,我

々の先祖は,自 分のために行なわれた儀式を受け入れるであ

ろうと希望 し,ま た確信 している。.こ うして,死 者が救われ

るだけでな く,我 々の子孫 も,我 々の父,祖 父に与えられて

きた神権 という絆で固 く結ばれ,守 られ るのである。

全人類が完全に一つの家族になるように,我 々末日聖徒に

は主により次のような戒めが与えられている。

｢こ の故に汝 ら戦を棄て平和を宣言 し,子 供 らの心にその

先祖を思わせ,先 祖の心に子 らを思わせんことを熱心に求む

べ し。而 して,ま たユダギ人 の心に予言者 らを思わ しめ,予

言者 らの心にユダヤ人を思わ しむることを勉めよ。 これ,わ

れ来 りて咀いをもて全地を打 ちすべて生 くる者のわが前 に焼

き尽されざらんためなり。｣(教 義と聖約98:16～17)

すべての人々に,我 々は皆兄弟であること,ま たイエス･

キリス トを信 じる信仰,す なわち真の愛の福音 と同胞愛 によ

って,全 人類が死後 も生きることを確信 させるこ と に よ っ

て,は じめて平和が来るのである･こ のよう峨 々は,燗,

はすべて同胞であるという考えか ら系図を探究する。

これこそ平和を見出すための最 も確 かな,最 上の方法であ

ることを我々は堅 く信 じて疑わない。
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あふれている。さらに近年になると,通 信機関が全世界にゆ

きわたり,神 わざといわれ る数々の経験の証に対 して,無 関

心 さらには反感までが社会全般に広まってきて,教 会の会員

たちは自分たちの経験を信仰ある人々の集会または家庭の中

だけで話 した方が賢明であると悟っている。 しかしこの業で

さらに新 しい活動を進めるという切実な願いと,こ の大切な

活動が神の御手にあるとい う厳粛な証を持って,次 のような

最近の出来事が述べ られている。その経験 とは,現 在死者の

ための儀式を行なっている多 くの人々が,同 じように経験 し

ているものである。プライバシーと神聖な個人の経験を尊重

して,記 事は匿名で報告されている。

その多 くは,自 分の先祖に関する資料を得 るたδ6に,困 難

をきりぬけた経験である。次の記事はその代表的 な 証 で あ

る。

｢ig53年 のこと,私 は夫の母の遺言で彼女のファミリー･

グループシー トを完成す るために,ノ ルウェーの支部の記録

を調べに教会歴史事務局に行きました。2度 そこへ行 って,

調べられ る限 りの記録を調べましたが,フ ァミリー･グ ルー

プシー トを完成することはできませんで した。もう一度調べ

てみようと思って,係 の人に,も っとオスロ支部の記録簿が

ないかどうか尋ねました。係の人は,そ こにある記録は全部

見せたと答えました。私はもう一度見て下 さい,と 頼みま し

た。調べ始めて少 しす ると係の人は戻って来て,ど ういうわ

けか記録簿が一冊置き場所が違 っていたが,見 つかったと言

いました。隣 りの部屋へ行 って,そ の記録を一通り調べてい

る時に,欠 けていた家族の記録が見つかりま した。記録簿か

ら写 し始めた時,私 はあまりに強 く先祖 たちが自分のまわ り

にいるように感じられて写せないほどで した。目で見 ること

はできませんでしたが,彼 らがそこにいるという気持は言葉

に言いつくせないものでした。先祖達が私の したことを認あ

て くれていることがはっきりわかりました。私はこのノルウ

ェーの家系をたどって行って,何 百という名前を探 し出し,

神殿での儀式を受けま した｣

聖霊の導きをよく受けている末日聖徒は,次 のような経験

がどこか らくるものかを知っている。

｢あ る朝,私 は英国か ら来た曾々祖父の結婚に関 して系図

図書館で数時間フィリモア結婚索引を調べま した。前 にも,

これを調べるために何時間か費 しましたが,無 駄骨を折 りま

452

した。昼頃 にな り,私 は,ソ ル トレーク神殿に行 って,記 録

がマイク。フイルムにの。ていな､､親 子の結び固めを調べ る 今

ことに しました。それが終ると,4人 の子供がそろそろ学校

か ら帰 る頃なので,家 へ帰 ることにしました。 しかし,バ ス

に間に合うように急いでいる時,｢図 書館に戻って,も う一

度 ジョージのことを調べてみてはどうか｣と い う思いが強 く

わきま した。夕飯の仕度をする時刻澄と考え,そ れまでの思

いをふり払って,バ スの方へ向かって行きましたが,不 思議

なことに私の足は,知 らず知 らずのうちに図書館の方に向い

ていま した。家へ帰 らなければならないことに気がついた時

なぜ図書館 に引き返 していたのか,ま ったくもって私にもわ

かりませんで した。図書館に入ると,私 は真直 ぐにフィリモ

ア結婚索引の棚の所へ行き,そ の中り1冊 を取って急いでペ

ージをめくりました。そこに,私 は曾々祖父の結婚届を見つ

けました。長い間問題となっていた斉とが,急 にしかも私に

は奇跡的とも思われる程に解決 したのです｣

記事の大部分は次のようなものである。
●

｢私 の夫の父方の祖父は,英 国から移民 して来た改宗者で

懸
町か ら町へと移って行 く小作農でした。小 さな黒い本に,｢彼･

は自分の10人 の子供,両 親,そ れに2人 の兄弟と1人 の姉妹

の生年月日と名前を記録 していました。 これで家族が全部か

どうかについては,何 も記されていませんでした。

神殿の儀式を受けたいと思 って.私 はファミり一･グ ルー

プシー トを準備 し系図協会に提出しましたが,す べての資料

を調べない うちは受げ付けられないとの返事で した。英国で

子供の出生を届けるという法案が可決され,1837年 に実施 さ

れたのだか ら,英 国の戸籍本署に手紙を書けば,こ の家族の

戸籍 と死亡証明書が手に入るにちがいないと思いました。.し

かしこれをする前 に,私 は祖父が住んでいた地域の英国国教

会の教区記録簿を調べて,1941年 に生存 していたと思われ る

家族に手紙を書きました,そ れは無駄でした。そこで,戸 籍

本署に手紙を書きました。正確な教区記録簿か宗派がわから

なければ,援 助できないという返事がきま した。 この時まで

に私は人口調査,州 報告など考えつ くすべてのことをやって

いました。

つ1956年1月15日 の朝,夫 が仕事に出かけ,子 供が学校に行

った後,私 は問題の資料を台所のテーブルに広げ,ひ ざまつ

いて心か ら涙 ぐんで祈 りました。 『もしこの業が真実ならば



ε97

圓週～享4挫`射(∂妾潮工4勲く4畢身り囎羅里1里`Q崔21一～チ

ζレ4丁〉身⊇劇一。4つ皐つ⊇1=～つ曾レ躍母宰(P妾⊇19早

ユ氷v⊇つ(李目⑦環罫厚4腫`ユG逸⊇没2Q暴(李日(ρ妾

。4つ皐胃

曇く4測叫睾唾4推`ユqユ6Yツ專>4鰹融勲⊇1申⑦宰⑦妾

`⊇
.=～=29q=～曾～愁4⑦(李4惚(¢身}η蟹つ圏･<ζ4r髪よ}

6Ψ⊇14rて4マ[14罫口中⑦髪一ζ一ぐ`マ9宇⊇1憾葺。4

つ皐皐三L轟=～=2曾勲(ン沓母⑦(車4q}ni瘡⊇1て¢i毅職宴2メ挫

`⊇坤⑦宰⑦⊇Q4つ三L宰耳忌＼レ9享圏⊇1髪
｢ζ一･で(P46

〆∠週律妾。4∩皐∩潔圭⊇1嘘母宰(P田一⊇1喜(‡(ラ(巽4`マ

咳蟄Q<r=～(ン了q勲4尋04つ皐'茎赫ぞ｢。.昏皐q}∩i挺母

葦郵⑦獲｣ζ一4｣`週挫｢。て餌享弘つi挺鉢母(が李身～聖⊇1謁⑦'

雅｣04つ皐⑫甦⊇1挫ユqユ6嗣評季き4…璃･耳⑦畢(ン皐`ぞ〉

ρ9Q3⊇1射蚤q耳健(ヨq勲⊇1誰9ii重⊇1睡⑦～碧`謡一9(争

04/1皐∩評

Q=～冊壕母宰qつ)偲弘堕鷺(∂｢H｣週粒`⊇19甲q耳つ母畢

壱Q(OY(∂妾`立⑦4qユ(ン嗣き¢…例･4⑦Y一⊇1堕鷺⑦｢S｣

`qてぴつ。2a皐皐身〉～≧つ=～⑦睡⑦市i舅華⊇D享週雅'

'『。
q

早耳つi漿ユ(ン身Q曾～愁字単i藺⑦獲一を一ぐ`つ1中⑦鵬畢圏｣

04∩皐畢}ンつ[黙¢卓導9Ψ(∂琢`?1Σqユ》
/麓

母斎i酉轟嘘。4つ弘(P(李4宴〉ユ'と罐=～99評(∂(争黙¢逸(ン

⊇1当邊(∂宴4嘘蝉営遡目‡髭湯困壷`準1宴妾Q4つ弘5/丹畢Q

喫(φ勢圏⑦回勲⊇1鼎⑦=～牽.一ζ一ぐ(囲/てζ4rン∠:=～獲一ζ

一･で(P9く解国薫`蝉4つ皐Qく4(ン省勲宰(Pユq(ン⊇1獲一ζ一

る⑦4丘～ぐよ04つ弘｢ソ暑皐Qく4(ン'首`§44∩皐つ話母首瑚

⑦髭一ζ一/3(ヨく¢中⑦凝一44rレ孟乙勲曾4粒`謁写画｣

`ユ勲裂蛾縛甥(PY-9(李

｢04∩皐q府Qくr母q量⑦妾`立(P4Q弘Q罵(巽4曾=～母

導膏ユつを。4∩皐宴(ヨ(家マ馨Ω⊇1て解回`§44つ皐o逸21射

当q4畢身ユqρ翼魂量週粒`鉱(∂曾qユ(興G省母粒⊇1《コr鞍

Q皐～撃§¢Y画04∩皐氷ユ6景宴ユ6酵～家昇駆罫1銅･与別(ヨ珊

`=～曾qユつ=～9⊇身⊇1つ母箪専
§¢望4挫`}G趣フ1暫鉢

･聖。4つ皐q

ユ6留=～99評⑦q4丹(ヨ[耳母=～⊇⑦彰目鮮4灘`勲挫。4

つ;昼q}暫`弘畢(ン目逸9マ曾qユ(ン晦母牲(争)冥珊04つ畢

qユつ=～9妾甲q量く493て解管～碧蝉ぞつ4G等ユく4つ3`ユ

つ蟻醒=～(ンQ母螺(P)ジ珊`つγ(4(訳(ソ百母Y暫⑦妾(塾挫04

∩皐q留=～99評⑦逸理鰹9雑罫1狸`ユ⑦溜9マ曾qユ(ン

彰母舶魎⊇{環昌◎1蚕吸轟臼珊Q4!ユ皐皐劉q勲Gq中嗅士§¢

=～つ溜9甲(りつ04つ皐(ゑ噺母耀尉ユ暑塁母盟週(き忍`翻4

へ 健轟母1身⊇m潔母醤理鐸要嘘04つ皐qユG輩省引姪一糞一

⑦蘂濾評4⊇1誰吾(李回04∩皐qユ'首=～(ンq曇蚕粒母ぞYε

。4つ皐qユq回母9曾つ立〆γき撃障1鱒暉(∂剥
･笛。4∩皐

qユ(ン亘塁[副v阜(∂i嚢挫Q畢(ン曾皐`ユ勲[學聖皐⊇14r匹一妊

(o彰目勲Y暫⑦妾Q4つ皐皐(ン鮮塔⊇1⑦管qユ(ン蜀YZμ網･

話=～Y一§4Y勘`⊇D翼(P4rムー壬(P～柔4濾`=～>c･つ幽1

。4つ皐ρ蟄母鋤⊇1圓學(∂

副一`q号宴酵立麗畢困Q93厘1擢罫1望4漣04q皐､Q塁⊇1

茸(李幕。4つ皐q塑母塁黛⊇19甲豊η9γ盲§¢憾裏卑壷卿⊇1

望4挫`Q母つ1騨〉身〉車1≧(圏壷管～碧⊇ll睾4-4斗4r乙勲粒

`立⑦q逸η臼淑～翠ユ勲聰⊇1彰睾(敦4q溜η
。〉享蝉塑翻(∂粒

。4つ皐つ轟母馴鋼(∂Q障･4`ぞ9ぎレ膣母里罵(踊±傷9

　
⑦国萱⑦獲一ζ一ぐ毎4挫`勲粒?暫`21目Z工(り…葺8961｣

/。2～碧ユ謡…輪認(り暫蝉(OY

z勲⑦身淑～翠⊇1)畷`〉導勲ユぞ:2q溜署.Q～碧(争惚袈⑦鼻盟

｢9¥∩弘=¥σく噴ン健≦～準li葺罫1畦旧(り～柔:¥'挫`;創

噸聴強⑦螺η瞬4｢一レ.9¥∩㌶⊇46醐《
, ら　ヘラ

皐立劉i蚤母魂一･で訴一4r∫･一丘ミエ乙`コ(巽4q諏qユ穿

9勲圏〉つ巽蝉甲叩⑦ざ母(∂¥Qマ⊇1暉鍵(∂甥獲`澤撹勲耳

Ψ勲轄⑦灘。4∩皐捻〉ユ∩i弔講母憾姦(P>多別忍`(∂(李9

qマ朱由一⑦9･僻妾.4つ皐碑ユ･う暴ぞ評:6～呼⑦卿勲

⑦4qユ∩i撚¢挫`Q4～碧⊇1魯⑦噸埆⑦妾勲く4丁`勲⊇噂

凄`弘⑦(李謬η匂裏9･4朔埆⑦YIgr博腿圭⑦目塁z。4

∩皐Q･4(縛キっ管～親魯毘呂⑦¥早ゆ9qぞく4エ⑦妾

。4つ皐氷ユ惣9熟4甥圭⑦慶一4γ墨母憾募身

4圏⊇用･)冥⑦爬琴9q=～べ/1丁`白く4曲埆(汐》権嬰寸∠《ミ乙

〆Q4つ皐馨畢母携圭⊇曝男⑦等塘翌寸ど《3乙〆⑦胸聴(P妾

勲粒。4/1皐Q塀ユq9峯爵G`ユG鞘母皐黛⊇匹マ曾γ臼

寧ユG狙勲碁〉マ週･ぎ噸家圭`ユ⑦q源(ヨて字⑫§4嗅琴(∂嘲埆

04∩;鋤く字

α=～評⑦2～慾4麗i⊇∫qユG曳嚇罫⊇臨:顯轟挫`り博=23(P等

聯嬰寸∠る乙～ζ罫1'挫⊇1◎享04つ畢QY⊇1目§4;占葦9qぞq

芸ぐ乙～ζ⑦G-4ηて4暴⊇li霧醤且呈立;占¥`そ黙¢～撃傷軍勲挫

『!γ丹皐塁銚4そつ～≧(禦霧丁鷺健つ週⊇喉。享弘壷懸¢勲囎･へ

週⊇1挫`望溜》蛋鉢マq4丹專曇慕(りつ⊇雌轟4溜～架ユ∩妾



時に一つのことを思い出 しました。妹が｢私 戻ってあの本の

絵をもう一度みてこようと思 うの｣と 言いました。｢私 も｣

即座に私はそう言いました。

もう一度本を開いて,そ こにクロムウエルの息子ジェーム

ス･シ ーラーとよく見なれた顔の妻ハ リエット･ブ ラウンの

絵を見つけました。妹は｢午 前中ずっと私たちのことを見つ

めていた人だわ｣と 言いました。私 と姉はたびたび意見が合

わないのですが,こ の時ばかりはぴったりと意見が合いま し

た。｢確 かにそうだわ｣私 もすぐにそう答えま した。次の日

も系図文庫へやって来て,ハ リエ ット･ブ ラウンが訪れたの

は,私 たちにあの本を見せるたあだったことをはっきりと知

りました。

その後,私 たちは曾祖母がこの家族を知っていたことを確

認 しま した。おもしろいことに,私 たち二人ともあの男性の

顔を思い出せないのです。私たちは祈りとな したことが らに

答えが与えられた経験を通して,本 当に祝福されたことを強

く証 しします。｣

夢の中に現われることについての記事 も多 く載っている。

たとえば,オ ース トラリアのブリスベン･ステーキ部長であっ

た故ウィリアムE.ウ ォーターズ氏が報告 しているように

夫が会員でないステーキ部内の女性についての記事 もある。

彼女は夫の死後時々,彼 女が座っている庭に門を通 りぬけ

て入ろうとしている夫の夢を見た。夫は彼女に,『 門を通っ

て中に入ることができないのだよ。錠は君のそばにあって,

その中に鍵が入っているんだ｣と 話 しかけた。彼女は夫のた

あに神殿の儀式を受けたいと強 く心を動かされた。

神殿での特別な儀式が,死 後の世界の人々にもわか るとい

うしるしも珍 しいことではない。ある大学教授 とその妻が,

最近神殿で養子と結び固めを した。その妻は神殿長に次のよ

うに報告 している。｢あ なたが この子を私たちに結び固めて

いらっしゃる時,儀 式を執行 している間ずっと,私 の母があ

なたのすぐ横に立っていました。｣

､もう一つの最近の出来事は,1968年4月30日 のことある神

殿訪問者の上に起 こりました。｢私 が身代 りの儀式を受けよ

うとしていた姉妹が,彼 女の誕生 日が違っているために困惑

していることを私に知 らせました。そして名前の読み方の間

違 っているのを指摘 しました。｣と その人は報告 している。

系図協会か ら系図資料を生み出す基礎的な記録を得 ること
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以上に,聖 霊をはっきり証明する場はない。一見,不 思議な

つ 腎･
方法で,系 図図書館に記録が加えられている。次の記事は,

図書館員による報告である。

｢ついせんだってのこと,私 たちはかなり前に引退した英

国の一牧師が,何 十年にもわたって入念に集めた600以 上の

古い英国郡住所氏名録を受け取 りました。彼の家の近 くには

軍人宿舎があって,そ こに住んでいた数人のアメ リカ軍人の

態度と行ないに感銘を受けて,彼 はぼう大な収集品をアメリ

カの図書館に遺贈することに決めました。彼はいろいろ調べ

た結果,ソ ル トレーク市にある系図協会を選びました。｣

もう一つの出来事は,｢一 人の若い帰還宣教師が,ニ ュー

イングラン ド州ディア･ア イランドの,あ る高名な医師の未

亡人が所有 している系図 と歴史資料の目録を持ってやってき

ました。 この医師は,長 い間ペノブスコット湾上流地帯に住

む人々の記録の収集という趣味をもっていました。 この未亡

人と連継 をとり,私 たちは,2日 間にわたって記録を調べま

した。 この種 の収集品 は,個 人 の もの と して もニュ｣イ ング

ラン ド駄 という評判でした･'こ の記鍮 ま,50年 以上にもわ 蕾

たる努力 と広範囲に及んで患者を訪問 した結果集 められたも

のです。

私たちの調べた結果を知 らせた後,未 亡人に,他 の団体へ

行って資料を鑑定 してもらうよ うに言い,合 衆国内で彼女の

収集品を欲 しがりそうな大きな図書館の名前を教えまレた。

彼女は東部の大きな図書館を訪れ,売 る段になった時のこと

をこう言 っています。 『どうしても交渉をやめて,一 番早い

方法で家に帰 り,系 図協会に電話をかけたい気持にか られま

した』その後,こ の未亡人は教会に入 り,『 どうして もこの

記録を教会に持 って行かなければならないと考えた理由は,

今私にはっきりとわかっています。』と述べています。｣

しかし,こ のような記録は,救 いの儀式を必要としている

すでに死んだ先祖たちについての資料を提供するとい う点で

のみ,宗 教的な価値がある。

神殿の仕事 にたずさわる人々の神聖さをあらわす出来事に

ついて,前 ロンドン神殿長だったセルポイJ.ボ イヤー兄

弟が賠 している･雪

｢私がロンドン神殿 を管理す るように召された時,資 格を

持 って奉仕 した夫婦をただ一組 しか知 らないロンドンで,ど

うやって神殿で働 く人を選んだらよいのですかと,マ ッケィ
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エスはますます知恵 が加わ り,背 たけ も伸び,そ してイ

神 と人か ら愛 された。(ル カ2:52)

されば,彼 は始めに完きを受けず して絶えず恩恵に恩恵

を加えられ,つ いに完きを受け しな り。(教 義と聖約93:

13)

少女 の悲 しみは深 く,大 きな もので した。彼女 の話 を聞 い

てい ると,私 は若 きアル マの ことを思 い出 しま した。

それか ら私は自分が犯 した一切の罪のために非常に良心

のとがあを受け,永 遠の責苦を感 じた。私は本当に自分の

あらゆる罪 と悪事 とを思い起 して,そ のために:地獄の苦痛

を感 じ,懐 た神に逆 らってその聖い命令を守 らなかったこ

とを認あるようになった。私は神の子 らを多 く,亡 ぼ した

のである。私は自分の犯 した罪が非常に重かったか ら,自分

の神の前に出な くてはな らぬと思 うだけで言いようのない
汽
恐怖で身 も霊 も引き裂けるように苦 しんだ。そ の時私は,

自分の神の前に立って自分の行為によって裁判を受けない

ように,霊 も肉体 も二 しょにみな消えてな ぐなってしまえ

ば よい と思 った。(ア ル マ36:12～15)

この少女 は以前に同 じ失敗をしていました。彼女はす ぐに

心から悔改あようとしました。救い主の教えられた多くの原

則の意味を知っていました,そ してそれらを生活の中で実行

しようとけんめいに努力 していました。彼女の学校での成績

は抜群で した。長い間かかって,彼 女は知的,情 緒,社 交の

面,特 に霊的な面で成長 しました。

そして,ま た誤ちを繰 り返 してしまったのです。何 もかも

失なったような気持でした。態度にも,事 実生活全体になげ

や りなところがありました。

悔改めを一種の全てか無かの状態と考えている人がたくさ

んいます。 このように考えるとすると,そ の人はアルマが感

じたと同じように感ずるでしょうし,ダ ンテの言うのろわれ

た人々が｢こ こに入 る者に希望はない｣と 書かれた地獄門の

碑を読む時 と同じ感 じがするで しょう。

けれ ども,積 極的な見方もあります。それには,す べての 〆下

人々が理解 しなければならない意味をもった一連の概念 も含

まれています。
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罪は進歩の妨げとなる

主の教えられた原則を間違って理解 し,受 け入れ,実 行す

ると,進 歩の妨げになることを知 ってお く必要があります。

｢律法を破 り律法を守 らぬ者は,律 法によりてもまた愛憐,

正義,審 判によりても聖 くせ られ得ず｣(教義 と聖約88:35)

悔改め

私が誤ちを犯 したら,そ の罪を心か ら後悔するに違いあり

ません。 そして,ど うしてそんな誤ちを犯 したかを考え,そ

れを二度と繰返さないように全力を尽 します。罪そのものは

一種の罰なのですσ｢罪 悪は決 して幸福を生 じた こ と は な

い。｣(アルマ41:10)

赦し

救い主は,私 達が主のようになるための方法を,自 らお示

しになりました。救い主は購いをなさいました。｢見 よ,わ

れは神なるに,人 もし悔い改む るならばこの苦 しみを受けざ

らんがために,す べての者に代 りてこの苦 しみをわが身に受

けたり。｣(教義 と聖約19:16)

イエスは,も し私達が一定の条件 に従えば,私 達の罪を許

して下さるとたびたび述べてお られます。｢見 よ,お よそす

でにその罪を悔い改めたる者は赦され,主 なるわれ もはや こ

れを忘るべ し。｣(教義と聖約58=42)こ れは,正 直で心か ら

しなければならないと,主 は述べておられます。次の聖句は

モロナィの最 も大切な言葉の一つです。

…… もし誠心誠意 でその上 キ リス トを信 じなが ら問 うな

らば,神 は聖霊 の力 によって この記録 が確 かな ものであ る

ことをあなたたちに示 した もうにちがいない。(モ ロナイ

10:4)

これ は次 の主 の御言葉 のテーマで もあ ります。｢彼 らは唇

もてわれに近 づけ ど,そ の心はわれ に遠 ざかれ り。｣(ジ ョセ

フ･ス ミス2:19)

私の前に悲 しみに打ち沈んで座っている少女を慰めてあげ

るには,ど うしたらよいでしょう。その方法をいくつかあげ

てみましょう。

1.彼 女は自分の心の神聖さに信仰を待つべきです。

私達はナベて天父なる神の子供です。天父の霊の子供とし

て,私 達は天父の神聖さをい くらか受け継いでいます。また

だれもが神の霊の子としての可能性とそれぞれ独特の賜をも

っています。私達はこの地上で人々と生活 してい重すので,

この神から与えられたひらめきを見失いがちです。 自分 と比

べてすぐれた能力を持っている人々がいます。大切 な こ と

は,他 人 と比べ るよりも,与 えられている賜を伸ばすことで
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幣 観 急,の 原則を勉強し,理解できるよう蜥 俸

るべきです。

これは一生涯の仕事です。 もし心か ら求めるならば,主 は

次から次へ と明かしたまいます。

3.誤 ちを犯 した時,彼 女 はそれを認めるべきです。

また主 と害を及ぼした人々に,正 しく告白しなければなり

ません。

……この主の聖 日に於ては,い と高き者に汝の捧物 と聖

式 とを奉 りて,兄 弟たちに向い主の前に於て汝の罪を告白

す るを忘 るべからず。(教 義と聖約59:12)

けれ ども,･潭接関係ない人や信頼できない人に罪を犯 した

ことを話す時は,気 をつけなければなりません。

4.主 が許 して下 さることを忘れてはなりません。

主なるわれは死に当るべ き罪を犯 さずしてわが前に罪を

告白し,赦 しをわれに乞 う者にはその罪を赦すなり｣(教

義と聖約64:7)

5.自 分 と他人を許 さなければなりません。

この故にわれ汝 らに告 ぐ,汝 ら互いに赦 し合 うべ きなり。

そは,人 その兄弟の過 ちを赦さざれば,そ の人主の前に罪

に値する故にして,そ は更に大いなる罪なお彼に在ればな

り。(教i義 と聖約64=9)

ペテ ロが何 度兄弟 を許すべ きか と主 に尋 ねた ところ,主 は

このよ うに言われま した。｢わ た しは七 たびまで とは言 わな

い。 七 たびを七十倍す るまでに しなさい。｣(マ タイ18:22)

も し,私 達が他人 の神聖 な 目的の達 成を助 けよ うと思 うな ら,

この ように許 したい と願 うことで しょう。｢互 に情深 く,あ

われみ深い者 とな り,神 が キ リス トにあ ってあなたがたをゆ

るして下 さったよ うに,あ なたが た も互 にゆ るし 合 い な さ

し､o｣(エ 》(ミソ4:32)

これ は山登 りにたとえ ることがで きます。 失敗 した り,こ

ろんだ りして も,い つ も起 き上 が ります。 失敗か ら学 んで.

正 しい方法 を求 あ,上 へ行 けば行 くほど,本 当の喜び を感 じ

陽気 にな るものです。 そ して,正 しい道 を行 くことが でき る

よ うにな るものです。

……その罪を捨ててわれに来 り,わ が名を呼び,わ が声

に従い,わ が誠命を守るあらゆる人々は,わ が面を見てわ

れ在るを知ることあらん。(教 義 と聖約93:1)

わた しはあなたが たを捨 てて孤児 とは しない。 ……わた

しのいま しめを心 にいだいて これを守 る者 は,わ た しを愛

す る者 であ る。 わた しを愛す る者 は,わ た しの父に愛 され

るであ ろう。 わた しもそ の人を愛 し,そ の人 にわ た し自身

をあ らわすであ ろう。(ヨ ハ ネ14118～21)
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きかえ しま した。 皇帝 は,町 の門へ と あ るいて い きま し

た。

｢お まえは す ぐ か えって くるだろ うが ,そ の ときに は

わ しのにわに きなさい。 その ときまでには ももも うれ

てい ることだ ろ うか ら｣と 皇帝 は さけびま した。

ル ーア ンは 一 ぽんのひ もに ゆびわを かけ ると,く び

のまわ りに それ を むす びま した。 ル ーアンは お とうさ

んを さが しなか ら,あ るきつつけま した。

｢ほ くには
,お とうさんが どこに い って しまったか

さっぱり わか らない｣と,ル ーアンは ゆびわ を 力 まか

せ に ひいて いい ま した。

石 は,目 のまえの 小み ちに ころが りおちま した。｢山

は すべての もの の は じめです｣と 石 は いいま した。

｢わ た しのせ んぞ は
,そ こか ら きま した。 山に い きな さ

い｣

ル ーア ンは 山のほ うに むきをかえ ると つかれ るまで

あるきま した。

｢山 は す こ く 大 きいなあ
。 とうやれば おと うさんの

い るところが わか るのかな あ｣と ル ーアンは いいま し

た。

かえ るか,あ しもとの 川 の き しの上 に とび はね ま した。

｢川 は すべて の は じめです
。 いつ も わた しの せん

そのせわを して くれ ま したよ。川 に ついてい きな さい｣

と かえ るかいいま した。

ルーア ンは,山 のたかい ところに つ くまで 川 の母 と

いわれ る 楊子 江(よ うす こう)の き しを あるきつつ けま

した。 ゆ っ くり あ るいて,と きとき すわ って は やす み

ま した。

｢川 は ながいなあ｣と
,ル ーアンはいい ま した。｢と う

すれば お と うさんが

つ ぐみが,水 の上 に

お りま した。

｢わ た したち と りは,

に すをつ くります。 そ こで

う｣

ル ーアンは,川 かみの

おとうさんをみつけま した。

｢さ が していた ものは

ル ーアンは ききま した。

｢わ か らない｣と

た。｢あ しのか げで

,わ た しと い っ し

ょに まちなさい。

なにが お こるか み

え るだろ う｣

た いよ うが しず

む と,あ ざやかな

い ろのはねを して,
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にんけんほども大きい 二わのとりが いすみのほとりに

あらわれました･ひ

｢皇 帝 の ひみつ の とりだ｣と お と うさんは ささや き 〕

ま した。｢あ の とりは なんびゃ くねん も みた人が い な

かったんだ。 たいそ う だい じな ことが お ころ うとす ると

きでな くては,あ らわれ ないんだよ。 わた しが ここにや っ

てきてか らとい うもの,と りは まいはん や ってきたのだ

よ。 これか ら とりが つきに とんな ことをす るか みよ

うと ま ってい るんだ｣。

ル ーアンは どきとき して くび のまわ りのひ もを ひ っ

ぱ ったので,ひ もは ほどけて しまいま した。 皇帝 のゆびわ

は どて を ころげおちて,と りのあ しもとで とま6ま した 。

二わ の とりは,そ のゆび わに ひ くく お じぎを しま し

た。 それか ら,大 きいほ うの とりは よそ らにむか って あ

たまをあけて,す んだ フル ー トの よ うな こえで な きま し

た。 ルー アンと お と うさん は,｢あ し｣の なかで かせ に

ひび く その こえを ききま した。やわ らか な水 のおと も

しま した。 あ しもとの石 も うたってい るよ うに お もわれ

噸

』
鋼
饗
寒
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み 霧 窒は｢じ んがさ貝｣に っいて'き いたことがありま

じんが さ貝 とい うのは｢な んたい動物｣で,火 山や じんが さのよ

うな とがった貝 が らに もぐりこんで,海 べ に住 んでいます。 貝か らの

大 きさは,や く2セ ンチの ものか ら,10セ ンチの もの までい ろ い ろ で

す。貝 が らの中 の小 さい動物 は,頭 と2つ の しょっか くと大 きな足を持

っています。 この足 は海辺 の岩 にすいつ く役 目を します。 あ まりピ ノタ リ

とくっついてい るので,何 かか たい ものを さしこんで,足 の下をやわ らか

に しない と,足 を動かす ことはで きませ ん。

ある じんが さ貝は,貝 が らのて っぺ んにあながあって,｢か きあな じんが さ

貝｣と よばれてい ます。 けれ ども,た いて いの貝 には,か たい貝 が らがあ りま

す。

日中,貝 は一か所に とどま ってい ます。夜 になる と,大 好 きな海草 をさか し

に,遠 くまではい出て行 きます。海 草を見つけ ると,貝 は,小 さなアゴ と自分

の二倍 もあ るよ うな,や す りのよ うな舌で ,エ サをか きあつ めるのです。

貝はまた,ふ しぎなひみつを持 っています。それ は,と うしてなのか,今 まで

だれ も知 らなかったか たい｢ひ みつ｣な のです。とい うのは,貝 はとんな に遠 くま

ではい出て行 って も,も との場 所へ帰 る道す じを ちゃんん とわか ってい るので

す。 だか ら一度 その場所 におちつ くと,貝 は今 まで と同 じ方向へ顔をむけてい

ます。暗 い うちに家 に帰 り,朝 までには前 と同 じ所にい るのです。 たいていの

貝が らは岩や そのまわ りの もの とまざ りあ った灰 か っ色 を してい ます。 か らを

かた くとさ してい るか ぎ り,貝 はてきにおそわれ ることがあ りません。 貝 もと

き どき息 をつか なけれ ばな らないので,そ の ときには貝が らをち ょっと持 ち上

げるのです。 貝のて きは,と きどきとびかか って くる鳥たちです。

ある科学者 たちは,貝 はにおいで家 までの道 を知 ってい るのだ と言 い,ま た

他 の人 たちは,夜 動 きまわ る時 に貝 はあ しあとを の こして おいて,家 に もど

りたい とき目に見えない小道を とお って帰 るのだ と言 います。 で も,な ぜ

同 じ場所 に もとり,な せ正 しい方向をむいてい るのか とい うのは,小 瀦

さな貝 のひみつなのです。
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マタイ伝4章 で,キ リス トがみわざを始める前に,サ タン

の誘惑を受け,悪 魔に打ち勝たれた時,神 に仕えようとする

者は,肉 欲をおさえなければならないと言われたことが記 さ

れています。｢人 はパンだけで生きるものではなく,神 の口

か ら出る一つ一つの言で生きるものである｣(4節)

神 の摂理を恐れた り,疑 ってはなりません。｢主 なるあな

たの神を試みてはな らない｣(7節)

この世の富や力よりも神に仕えることを求めるべきです。

｢主なるあなたの神を試みてはならない｣(10節)

いつも神のみに仕えようと努力することによって,教 師は

主のみわざをなすにふさわ しい高潔さを身につけることがで

きます。

甕鯉 菖1､4鷲杏搬 鵠::皇之婁薦 『鷺 争
はバプテスマの ヨハ ネの死 の知 らせを受け ると,群 衆 の前 か

ら退 き,疲 れ切 って,｢食 事をす る暇 もなか った か ら で あ

る｣(マ ル コ6:31)と,マ ル コが言 ってい るよ うに,空 腹

をおぼえてお られま した。 けれ ども,従 って来 る群衆 を見 ら

れて,イ エスは｢深 くあわれん で,い ろいろと教 えは じめ ら

れた｣(マ ル コ6:34)イ エ スの伝道 の中で もこの個 所 は,

キ リス トが熱 心で己れを考 えない神へ の奉仕を してい た こと

を示 す ものです。

洞察力:教 え方

十分な準備や仕える心と同様,教 師は成功 したいと思 うな

ら,も う一つ大切な点でイエスの模範に従 うことが 必 要 で

す。教師は洞察力を持たねばなりません。それは,人 の性質

と学習過程そのものを洞察する力です。不幸なことに,博 学

と言われる多 くの教師 も,教 え方に関 して理解が不足 してい

るために,生 徒の心を動かす ことができないでいます。 この

点について,イ エスは非常に大切なことを教えられました。

イエスはすべての教えの中で,そ の場に最 も適切なテクニッ

クを使われま した。
ら

イエスは聞 く人々の限界をわきまえて,人 々の環境に見合

･醐 較 えて話されました調 らないことを教えるの賜 働

近な言葉で話 し,土 を耕す者に種をま く人のたとえ話をし,

主婦には神の王国を種を入れぬパンにたと争 青年には花嫁

のたとえ話で準備の大切なことを教え,漁 師に対 しては人の

漁師になるよ うにと言って召されました。イエスはすべての

教えに,真 理を具体例で示されました。岩の上に建てた家は

壊れることがない,か らし種ほどの小 さな信仰でも,成 長 し

て大きな枝を張り,そ の陰に空の鳥が宿 るほどになる,な ど

イエスの教えは比 ゆに富んだものでした。

勤勉:レ ッスンに精通する

イエスは勤勉さを示されました。私たちは,イ エスがどの

ように学問を得たかについてほとんど知 らされていません,

しか し,イ エスが知識を得るために努力されたことは確かで

す。ルカはこのように記録 しています。｢幼 な子は,ま すま

す成長 して強 くな り,知 恵に満ち,そ して神の恵がその上に

あった｣,そ してその後の聖句に,12歳 の時イエスはそのす

ば らしい知識で神殿の博士たちを驚かせたと記 され て い ま

す。

イエズは伝道中,い つ も知識に基づ く権威をもって話 され

ました。今 日す ぐれた教師は,十 分な準備の大切 さを知 って

います。教科書に精通 しようとしない教師が成功するはずは

ありません。事実,イ エスは霊感を受ける前提条件 となる準

備をなさいました。･｢汝 ら熱心に教えよ,さ らばわが恩恵は

汝 らに伴 う｣(教 義 と聖約88:78)

熱心に準備す るためには,時 間と能力を惜 しみな く使 う必

人格を尊重する

人は行動を起こす前に,そ れが利益になるかどうかを確か

めたがる性質があるとイエスは教えておられます。山上の垂

訓を調べただけで も,イ エスは正 しい行ないの報いをなんと

はっきり示 してお られ ることでしょうか。イエスは御自身を,

生命のパンまた闇を貫ぬく光であると述べ られました。イエ

スの教えは積極的で した。イエスの伝道を研究 してみると,

人を卑下するのではなく,支 持 し,励 ますことの大切さがわ

かります。また,す べての人は尊敬 と威厳を受ける価のある

ことを知 っています。 それは,私 たちがすべて神の子供だか

らではないで しょうか。

主競 轡灘諜 膿 瀦 鷲薯と套瓢 浄
できます。私たちはよき羊飼いの足跡に熱心に従えば,私 た

ちの教える生徒が｢飢 えたる羊は見上げるが,食 物を与えら

れない｣と 言われ ることはないでしょう。
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父親 を

家 庭 の 長 に

ス チ ー ブ ンL.リ チ ャー ズ 凋臨

日聖徒イエス･キ リス ト教会の会員である私 た ち に
末
は,地 上 に神の王国を築き,守 るという,他 の何にも

比べ られない重大な責任が～ちります。 これか ら申しあげる提

案が,皆 様の実際の生活に役立つことを心より願っておりま

す。……

壁を食い荒 らすご く小さな虫よりもさらに捕えにくく恐ろ

しい白アリが,王 国の基礎である家庭に広が りつ つ あ りま

す。それを阻止する手段がぜひとも必要です。

この言葉

私 は テーマに関 して話 を用意 しま したが,そ れが御婦人 の

み なさまに とって,不 快 な もの とな らない ように望 んでお り

ます。 ニューヨーク州 ブル ック リン最 高裁 の高等裁 判官 であ

るサ ミュエルS.ラ イボ ピ ッツ氏 が数ケ月前 にジス･ウ ィ

ー ク誌 に載せ てお られた記事 が ,最 近 リーダーズ･ダ イ ジェ

ス ト晒 び掲載 されました･｢少 年犯罪を防 ぐこの諜･と 今

いうタイ トルで,氏 は｢父 親を家長の地位に戻 しなさい｣と

いう言葉を言っています。

21年 間を刑事専門弁護士として,ま た16年碍を裁判官 とし
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ことをなし遂げたとしても,あ なたは夫を家庭の長として尊

敬する翻 があり,そ の。とを子供 にも教えなくてはならえ浄

いのです。

先ほどの裁判官は,さ らにこのようなことを言っておられ

ます。｢も し母親が,父 親に対する高いイメージを子供たち

に植えつけることの大切さを承知 していたならば,子 供は立

派に育 って,深 い満足が得 られたに違いない。……目に涙を

浮べて私 の前 に立ち,『 私の何がいけなかったのですか。私

はどんな悪い ことを したのでしょう』 と言 う母親は一人 もい

ないことであろう｣

このようなお話で｢口 やかましい妻｣と いう言葉を使 うの

は失礼なことと思いますが,あ えて用いさせてい た だ き ま

す。私は,そ のように言われる婦人は,た とえ理由が何であ

鷲そ瓢 蘇劣饗憲驚 灘 簾 雪豪謙 ㌶
けつをお話 しいた しましょう。みなさまはきっと辛抱強 くな

れると思いますが,そ れだけではなく,自 分をじらす人たち

に親切 と忍耐を示すことができるようにと願います。私は,子

.供 の前での両親の口論は,家 庭内で最 もいけない取 り返 しの

,､露､鞠 っかないことであると考え就 醐 が言い争 う･と は,他

ノ ド 梗

家 庭 の 権 威 は 父 親 に 留 ま る

熱意 も無駄 となることが しば しばです。

神権者でありながら自ら交 した誓約をおろそかにしてきた

夫に対 して,悲 しんでいる妻や子供にかわって申します。あ

なたを愛する人たちを苦 しめるのをやめなさい。男 らしさと

力を取り戻 して,家 族を正 しく導 くにふさわ しくな りな さ

いg彼 らはあなたを尊敬 したいと思っています。あなた しだ

いで,家 族の人たちはあなたを尊敬するのです。

のどんなことよりも大きな悪影響を子供 に与え,家 庭の平和

を乱 します。両親の間に意見の相違があるのは当然だと思い

集野欝繍麗撫禦灘㌣重繧馨罫
でき るはずです。｢口 やか ま しい妻｣が,夫 に うるさ く言 っ

　
て も,夫 はそれで良 くな るものでは ないと,私 は思 います。

口 うるさ く言 うことはほ とん どの場合無駄で あ り,一 致 と平

安 を破 る ものです。神 権iによって管理 され る家庭 では,反 抗

と献身が共 に栄 え ることはあ りません。

……父親 を家庭 の長 に
,と い う考 えは,た だ のキャ'ッチフ

レーズではあ りません。 その ことを提唱 した裁判官 もよ く御

存知 だったに違 いない と思 いますが,そ れは主よ り与 え られ

た啓示 なのです。

父親のイメージを確立しなさい

今までお話 してきたことは,妻 や母親の多 くに言えること

どと思います。 しかしながら,家庭内での正 しい権威,指導者

を尊敬 しよう,尊 敬の心を失 うまいとけんめいに努めておら

れる方たちもおられるでしょう。すばらしい婦人たちは教会

に大勢おられます。私はそのような方たちのなしている立派

な働きに,敬 意を表 したいと思います。彼女たちは生活のあ

らゆる面で影響を与え,常 にその影響力は増 してゆきます。

彼女たちのな している貢献は,永 遠の価値を持つ ものである

に違いありません。そのような女性である母親に,私 の固 く

信じているところを申しあげたいと思います。あなたが家庭

外のことにいかに優れていようとも,家 庭にあっ て正 しい

妻,ふ さわしい母親 となることよりも高 く神聖な召 しや責任

というものは,決 してありません。 あなたがどんなに立派な

妻 たる者 よ。主 に仕 えるよ うに 自分 の夫に仕えな さい。 キ

リス トが教会 のか しらであ って,自 らは,か らだな る教 会の

救主であ られ るよ うに,夫 は妻 のか しらであ る。 そ して教 会

がキ リス トに仕え るよ うに,妻 もすべ ての ことにおいて,夫

に仕え るべ きで ある。夫 たる者 よ。 キ リス トが教会 を愛 して

そのため にご自身を ささげ られ たよ うに,妻 を愛 しなさい。1

(エ ペ ソ5:22～25)

近代に与え られた聖典 も,こ の大切な教義を支持 していま

す。 この言葉を正 しく解釈 し実践する時に,善 良な女性なら

ばそれに購 を唱えるでし･うか.子 伽 崩 を思わない母今

は,良 い母ではあ りません。 さきほ ど述べ たよ うに,家 族 に 一一

か しらた る者 をいただ くことが子供 のた めになるな らば,妻

は夫 を:尊敬 し敬 お うと努力 しないで,他 に何がで きるで しょ
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救 い 主 と の 約 束

若人のページ

･争

W.デ ィー ン ベ ル ナ ップ 博 士

会の青年には永遠の家族を築 くという責任が課せ られ
教
ている。どのようにしたら,そ の責任をよく効果的に

果たす ことができるのだろうか。大管長会は神権系図委員会

と教会の青少年コリレーション委員会にこのチャレンジを与

えた。

このように学習 と活動の両面に共通の プ ロ グ ラムが青少

年のたあに作成された。今 日,さ かんに言われている世代の

差というものも,永 遠の家族 という考えを推 し進 め て行け

ば,解 消されるであろう。 もし,青 年たちが自分は何者 な

のか,す なわちすばらしい神権系統の子孫であり継承者であ

ることに気づ くようになれば,世 代の差はな くな る の で あ

る。 一

世代の差はカインが神に背き,ア ダムとイヴから遠 ざかっ

た時に始まる。 もし,カ インが自分のすばらしい可能性と血

統に気づき,神 権の教えに従 っていたとしたら,世 代の差 は

その時始まっていなかったであろう。世代の相違 はこの時以

来今 日に至 るまで存在 している。

たぶん歴史を通じてかつてなかったほど多 く,今 日の青年

は,自 己意識,家 族,教 会との関係,聖 徒たちとの関係に目

を向ける必要がある。主が少年に12歳 で神権とそれに伴 う権

能を与えたもうのは偶然のことのように思えるがそうではな

い。同時に,同 年代の少女 も神権者ほどではないが将来夫 と

共に神権の恵みを享受する者 として,.自分の生活に神権の力

を感ずる必要がある。

大人の門口に立っている若人は,前 世で予任 されていた責

任を意識 して,こ の世の使命に気づかな くてはならない。1聖

典を理解 し,有 意義な経験を通じてこそ,生 得の権利,前 世

で救い主 と交わ した約束に気づ くこどができるのである。ま

た識 らは救い主の緬 嬉 び･神 権の権能綬 け入れ･触

れで神の王国を建設 し,治 めることに双手を挙げて賛成 した.〆

ことを知らなければならない。 ＼
も

アロン神権の青少年と同年代の少女のために,7年 間にわ

たる準備のプログラムが組まれている。主の宮における日の

栄光または永遠 の結婚の目標は,若 い二人の過去 と未来の血

統を結ぶことである。青年の間に,若 入は,メ ルケゼデク神

権 の誓詞と誓約を受け入れ る資格を持ち,救 い主 と共に働け.

るように神権組織で教育を受ける。

この訓練計画で第一に強調すべきことは,系 図および神殿

事業に参加 して永遠の家族 というものを理解する こ と で あ

る。執事とビーハイブの少女たちは両親の協力を得て覚えの

書を作成するよう要求 されるであろう。それは生涯のもので

ある。さらに項目を書き加え,死 者のたあのバプテスマを行

なった記録を残すのである。

,マ･fア･メ イ ドとローレル,教 師と祭司のプログラムにお

いても,永 遠の家族を通じて一致を見出すことに強調がおか

れている。またエンダウメン トと結び固めに目を向け,準 備

させるため,神 殿の目的に関 して指示が与えられる。

教会の指導者たちは次代の人々に関心を抱いている。また

青年が愛の概念 と他人と自分との関係について学ぶかどうか

に関心を示 している。そして,家 族の永遠性を理解すること

･そ が,そ の鰭 の方法なのである.青 珀 ま天父帳 子で凌今

る救い主からだけでな く,こ の世の両親か らも大きなものを

受け継いでいることを知る必要がある。愛などの多 くの賜は

永遠の家族関係を通じて代々受け継がれてい ぐのである。
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く暑い日だった。すでに太陽は地平線に低 く落ち,夜長

の とば りがお り始 めて,ほ っと した安 らぎを与 えてい

た。終 日を,ち らし配 りと伝道 に費 した二人 の宣教師 が,冷 た

い シャワー とおい しい食 事を楽 しみに,家 路を急いでい た。

砂 ぼ こりに埋 ま る道 を走 っていた彼 らの車 は,突 然,道 が

二 つに分れ てい るところで止 ま った。長老 たちは砂 ぼ こ りの

あが る中に,丘 へ続 いてい る小道 をみつけた。

｢こ の前 ぼ くたちがサ ムの所へ行
った時か ら,と れ くらい

たつのだろ う｣。 一人がそ う尋ね る と,他 の一人が答 えた。

｢だ いたい三週 間位 だ と思 うよ｣
。

サムは,幾 度 も,教 会 は どうして こんな青二才 を この よう

な田舎 までよ こして神 さまの ことを教 え させ るのか,理 解 で

きない と言 っていた。 サ ムは長老 たちを人 間 としては尊敬 し

ていたが,彼 らが話 を してい る時 によ く居 眠 りを していた。

長老 たちは何 回 もレッス ンを しよ うとしたが,彼 はいつ も,

何 か理 由をつけて どこか にでかけ るのだった。

二人 の長老 は,サ ムのイ ンデ ィアン小屋 に続 く曲が りくね

った道 をなが めた。彼 らはサ ムの家族 を訪 ねてみなけれ ばな

らない ことはわか って いたが,す でに時間が遅 か った。彼 の

小屋 にた ど りつ くまで には,す っか り暗 くなって しま うだろ

う。 暑い昼の太陽が沈んで,サ ムはごきげんな時分 だ。二人

が行 った ら,そ んな気持 はい っぺ んにさめて しま うに違 いな

い。 おまけに,こ の前 の時か ら何週間 もたって いる。サ ムの

家族 はまだ仕 事で も してい るだ ろ うか。 それ と も食事中か,

夕 べ のひ とときを くつ ろいでい るのだ ろ うか。サ ムがぼんや

りと木 の下 で夕涼 みで も していた ら,自 分 たちを喜んで迎え

て くれ るだろ うか と心配だ った。

どっちに して も,良 くなか った。 サ ムに会い に出かけて も

気持良 い ものではないだろ う し,こ の まま引 き返 して も夕べ

の食事が まず くな りそ うだ。

サ ムの一家 は夏 の間,涼 しい山頂 へ住 まいを移 していたの

諜 講鵡鰍灘 第瀦ぼら震鵬 今
のてっぺんにかすかに映える頃だった。

ようや く小屋の近 くまで行 くと,サ ムは夏用に新 しく作っ

た囲いの中に羊を追いこんでいた。サムは車の方に近ついて
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日本沖縄伝道部のペー ン

撚 灘 譲 羅 ζ義警.

日本沖縄伝道部 よ り**今

96歳 にな られ た長寿 な

愛 す るマ ッケ イ大 管 長 へ

*こ の9月6日 に愛するテヒト0マ ノケイ大管長は96歳 の誕

生 日をお迎えになられました。そこで私たちの伝道部のこの喜び

の日をお祝いする気持を送りましょうと伝道部の最長老てあられ

る周藤珠彦兄弟の肉筆による掛字をお送 りすることに な りま し

た。また伝道部内の宣教師たちによるサイン集も出来あかり,こ

れ らを一緒にお送りすることにしました。

岡崎伝道部長はいつも良 く気つかれ,§ 人の和ミを大切にされま

す。私たちは岡崎伝道部長か日本人の良い習慣を示されるたびに

も つとほんとうの日本人であらねはと感 じます。

この贈 り物を大管長はお喜びになられたと思います。なせなら,

私 たちか主の福音に接して,喜 びを感じ,主 の召された大管長を

支持 している気持を くみとられたにちかいないからてす。増々,

お元気で私たちの大管長として働かれるようにお祈 りしたいと思

います。.

*結 婚

私たちは結婚しました。 とうそ

よろしく。

7月 那覇支部,佐 久間保兄弟

と安次峯和子姉妹(写 真左)

9月 西宮支部,鳥 居定幸兄弟

と森美智子姉妹(写 真右)

鱗
ぞ
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ジ ョー ジ ェ リオッ ト1が､我 々 に向 力･って言 っ てい る､｢そ れ を用 いない人に

とっ ては､一 体機会 とは何 で あろ う｣。 この言葉 は､人 生 の準備 の時期 にあ る人 々

に とって､特 別 の意 味 があ る。 人生1ます みや かに過 ぎ行 く。責 任 は増 して行 き､準

備 す る機 会 は減 って行 く。若 人 は､才 能 や技術 を伸 ば し､人 生 の大部 分 を占め る職

業 の ために準備 をす る機 会 を､ど う してお ろそかにす る ことが で きよ う。学 ぷ機会

があ りなが ら､そ れ を避 けて気 ま まに 日を過 ご し､将 来 に対 す る失望 と不満 をつ の

らせ るこ とはなぜ なのか。 人生 とは､我 々の持 て るすべ てで ある。生 命､手 と心､

筋 肉､霊 や準備 しよう との心構 え､喜 んで労働 に携 わ る心。将 来経済 の変 化 に伴 っ

て､訓 練 を受 け なかっ たこ とにつ いて後 悔 しな くて よいよ うに､我 々 が若 人の心 と

精 神 に､教 育 の恵 み､立 派 な 目標 を選 び､そ れ に向か って働 くこ との恵 み､ふ さわ

しい者 とな るこ との祝福 を植 えつ け るこ とが で きたな ら……。 生命､心､時 間､

才 能､そ れ らは道具 で ある。耐 え抜 き､力 を増 し､奉 仕す る ため に､で きるだけ よ

　
くとぎす ま され るべ き道 具 であ る。 デ ズ レイ リは言 っ た､｢成 功 の秘 訣 は､来 た る

べ き機会 に備 え て準備 す るこ とで あ る｣。 今 ここにいな い人 に も ､す べ ての若 者 に'

言 いた い。可能 な限 りよ り高 きにまで､教 育 を求 め､準 備 をな し､自 己 を進歩 させ

なさい。 能 力 を身 につけ､生 活 に､教 育 に､人 生 に､す ぐれた人 とな りなさ い。 良

い もの を知 り､良 い ことを行 な い､提 供 で きるもの を持 ち､ぎ りぎ りの とこ ろで自

分 のため にのみ生 きるの ではな く､家 族 や社会 や国 に とって有益 な人 とな りなさい。

自 ら仕 え､他 人 に必要 とされ､感 謝 され る時 の大 きな喜 びを経験 しな さい。｢そ れ

を用 い ない人に とっては､一 体機 会 とは何 で あろ う｣
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